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(57)【要約】
【課題】低い駆動周波数で駆動することが可能な、画素
、および有機電界発光表示装置を提供する。
【解決手段】カソード電極が第２電源と接続される有機
発光ダイオードと、第１電極がデータ線と接続され、第
２電極が第１ノードに接続され、走査線に走査信号が供
給されるときにターンオンされる第１トランジスタと、
第１ノードと第３電源との間に接続され、データ線から
供給されるデータ信号に対応する電圧を充電する第１キ
ャパシタと、第１キャパシタの電圧を用いて充電され、
充電された電圧に対応する電流を第１電源から有機発光
ダイオードを経由して第２電源に供給するための画素回
路とを備える画素が提供される。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カソード電極が第２電源と接続される有機発光ダイオードと、
　第１電極がデータ線と接続され、第２電極が第１ノードに接続され、走査線に走査信号
が供給されるときにターンオンされる第１トランジスタと、
　前記第１ノードと第３電源との間に接続され、前記データ線から供給されるデータ信号
に対応する電圧を充電する第１キャパシタと、
　前記第１キャパシタの電圧を用いて充電され、充電された電圧に対応する電流を第１電
源から前記有機発光ダイオードを経由して前記第２電源に供給するための画素回路と、
　を備えることを特徴とする画素。
【請求項２】
　前記第３電源は、前記第１電源と同一の電圧に設定されることを特徴とする、請求項１
に記載の画素。
【請求項３】
　前記第３電源は、前記第１電源と別途のラインを介して前記第１キャパシタと接続され
ることを特徴とする、請求項１に記載の画素。
【請求項４】
　前記第３電源は、直流電圧を供給することを特徴とする、請求項１に記載の画素。
【請求項５】
　前記第３電源は、前記画素回路に供給される電圧のうちいずれか１つの電圧に設定され
ることを特徴とする、請求項１に記載の画素。
【請求項６】
　前記第３電源は、前記第１電源であることを特徴とする、請求項５に記載の画素。
【請求項７】
　前記画素回路は、
　前記第１電源と前記有機発光ダイオードのアノード電極との間に接続される第２トラン
ジスタと、
　前記第２トランジスタのゲート電極と前記第１ノードとの間に接続され、フレーム期間
に前記第１トランジスタよりも先にターンオンされる第３トランジスタと、
　前記第２トランジスタのゲート電極と前記第１電源との間に接続される第２キャパシタ
と、
　前記第２トランジスタのゲート電極と初期電源との間に接続され、前記フレーム期間に
前記第３トランジスタよりも先にターンオンされる第４トランジスタと、
　を備えることを特徴とする、請求項１～６のいずれか１項に記載の画素。
【請求項８】
　前記第３電源は、前記初期電源であることを特徴とする、請求項７に記載の画素。
【請求項９】
　前記画素回路は、
　前記第１電源と前記有機発光ダイオードのアノード電極との間に接続される第２トラン
ジスタと、
　前記第１電源と接続される前記第２トランジスタの第１電極と前記第１ノードとの間に
接続され、フレーム期間に前記第１トランジスタよりも先にターンオンされる第３トラン
ジスタと、
　前記第２トランジスタのゲート電極と前記第１電源との間に接続される第２キャパシタ
と、
　前記第２トランジスタのゲート電極と初期電源との間に接続され、前記第３トランジス
タよりも先にターンオンされる第４トランジスタと、
　前記第２トランジスタの第２電極とゲート電極との間に接続され、前記第３トランジス
タと同時にターンオンおよびターン-オフされる第５トランジスタと、
　を備えることを特徴とする、請求項１～６のいずれか１項に記載の画素。
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【請求項１０】
　前記画素回路は、
　前記第２トランジスタの第１電極と前記第１電源との間に接続され、前記フレーム期間
に前記第３トランジスタおよび第４トランジスタがターンオンされるときにターンオフさ
れ、その他の期間にターンオンされる第６トランジスタと、
　前記第２トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、前記第
６トランジスタと同時にターンオンおよびターン-オフされる第７トランジスタと、
　をさらに備えることを特徴とする、請求項９に記載の画素。
【請求項１１】
　走査線およびデータ線の交差部に位置する画素と、
　前記走査線に走査信号を順次供給するための走査駆動部と、
　前記データ線に前記走査信号と同期されるようにデータ信号を供給するためのデータ駆
動部と、
　前記画素と共通して接続される第１制御線および第２制御線と、
　それぞれのフレーム期間中、前記走査線に走査信号が供給される以前の初期期間に、前
記第１制御線に第１制御信号、前記第２制御線に第２制御信号をそれぞれ順次供給するた
めの制御駆動部と、
　を備え、
　ｊ番目（ｊは、１以上の整数）の水平ラインに位置する画素は、
　ｊ番目の走査線に走査信号が供給されるときに前記データ信号に対応する電圧を充電す
る第１キャパシタと、
　前記第２制御線に第２制御信号が供給されるときに前記第１キャパシタに充電された電
圧に対応する電圧を充電する第２キャパシタと、
　を備えることを特徴とする、有機電界発光表示装置。
【請求項１２】
　前記データ駆動部は、前記データ線に左側データ信号および右側データ信号をフレーム
期間ごとに交互に供給することを特徴とする、請求項１１に記載の有機電界発光表示装置
。
【請求項１３】
　前記第１キャパシタは、前記第２キャパシタよりも高い容量で形成されることを特徴と
する、請求項１１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１４】
　前記ｊ番目の水平ラインに位置する画素は、
　カソード電極が第２電源に接続される有機発光ダイオードと、
　データ線と第１ノードとの間に接続され、前記ｊ番目の走査線に走査信号が供給される
ときにターンオンされる第１トランジスタと、
　前記第１ノードと第３電源との間に接続される前記第１キャパシタと、
　前記第２制御線に第２制御信号が供給されるときに前記第１キャパシタに充電された電
圧に対応する電圧を充電する前記第２キャパシタと、
　を含み、
　第１電源から前記有機発光ダイオードを経由して前記第２電源に電流を供給するための
画素回路を備えることを特徴とする、請求項１１または１２に記載の有機電界発光表示装
置。
【請求項１５】
　前記第３電源は、前記第１電源と同一の電圧に設定されることを特徴とする、請求項１
４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１６】
　前記第３電源は、前記第１電源と別途のラインを介して前記第１キャパシタと接続され
ることを特徴とする、請求項１４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１７】
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　前記第３電源は、直流電圧を供給することを特徴とする、請求項１４に記載の有機電界
発光表示装置。
【請求項１８】
　前記第３電源は、前記画素回路に供給される電圧のうちいずれか１つの電圧に設定され
ることを特徴とする、請求項１４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１９】
　前記第３電源は、前記第１電源であることを特徴とする、請求項１８に記載の有機電界
発光表示装置。
【請求項２０】
　前記画素回路は、
　前記第１電源と前記有機発光ダイオードのアノード電極との間に接続される第２トラン
ジスタと、
　前記第２トランジスタのゲート電極と前記第１ノードとの間に接続され、前記第２制御
信号が供給されるときにターンオンされる第３トランジスタと、
　前記第２トランジスタのゲート電極と前記第１電源との間に接続される前記第２キャパ
シタと、
　前記第２トランジスタのゲート電極と初期電源との間に接続され、前記第１制御信号が
供給されるときにターンオンされる第４トランジスタと、
　を備えることを特徴とする、請求項１４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２１】
　前記画素回路は、
　前記第１電源と前記有機発光ダイオードのアノード電極との間に接続される第２トラン
ジスタと、
　前記第１電源に接続される前記第２トランジスタの第１電極と前記第１ノードとの間に
接続され、前記第２制御信号が供給されるときにターンオンされる第３トランジスタと、
　前記第２トランジスタのゲート電極と前記第１電源との間に接続される前記第２キャパ
シタと、
　前記第２トランジスタのゲート電極と初期電源との間に接続され、前記第１制御信号が
供給されるときにターンオンされる第４トランジスタと、
　前記第２トランジスタの第２電極とゲート電極との間に接続され、前記第２制御信号が
供給されるときにターンオンされる第５トランジスタと、
　を備えることを特徴とする、請求項１４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２２】
　前記画素と共通して接続される発光制御線をさらに備え、
　前記発光制御線は、前記第２トランジスタの第１電極と前記第１電源との間に接続され
る第６トランジスタのゲート電極と、前記第２トランジスタの第２電極と前記有機発光ダ
イオードとの間に接続される第７トランジスタのゲート電極とに接続されることを特徴と
する、請求項２１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２３】
　前記第６トランジスタおよび第７トランジスタは、前記発光制御線に発光制御信号が供
給されるときにターンオフされ、その他の場合にターンオンされることを特徴とする、請
求項２２に記載の有機電界発光表示装置。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画素、および有機電界発光表示装置に関する。より具体的には、本発明は、
低い駆動周波数で駆動され得るようにした画素および当該画素を用いた有機電界発光表示
装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の短所である重さと体積を減ら
すことが可能な各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置としては、例えば、液
晶表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）や、電界放出表示装置（
Ｆｉｅｌｄ　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ
　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）、有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ
　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）などが挙げられる。
【０００３】
　平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は、電子と正孔の再結合によって光を発生
する有機発光ダイオードを用いて映像を表示するものである。有機電界発光表示装置には
、例えば、速い応答速度を有すると共に、低い消費電力で駆動することが可能であるとい
う長所がある。
【０００４】
　有機電界発光表示装置は、例えば、複数のデータ線、走査線、電源線の交差部にマトリ
クス状に配列される複数の画素を備える。画素は、通常、有機発光ダイオード、駆動トラ
ンジスタを含む２つ以上のトランジスタおよび１つ以上のキャパシタからなる。
【０００５】
　上記のような有機電界発光表示装置は、３Ｄ（３　Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎ）映像を実現す
るために、例えば図１に示すように、１６.６ｍｓの期間に４つのフレームを含む。４つ
のフレームのうち、第１フレームは左側映像を表示し、第３フレームは右側映像を表示す
る。そして、第２フレームおよび第４フレームはブラックの映像を表示する。
【０００６】
　シャッタ眼鏡は、第１フレーム期間に左側の眼鏡で光の供給を受け、第３フレーム期間
に右側の眼鏡で光の供給を受ける。このとき、シャッタ眼鏡の着用者は、シャッタ眼鏡を
通じて供給される映像を３Ｄで認知する。第２フレームおよび第４フレーム期間に表示さ
れるブラックの映像は、左側映像および右側映像が混在してクロストーク（Ｃｒｏｓｓ　
Ｔａｌｋ）現象が発生するのを防止する。
【０００７】
　しかしながら、従来の有機電界発光表示装置は、１６.６ｍｓの期間に４つのフレーム
が含まれるため、例えば２４０Ｈｚの駆動周波数で駆動されなければならないという問題
がある。上記のように、有機電界発光表示装置が高い周波数で駆動される場合には、消費
電力の上昇、安全性の低下、製造コストの上昇などのような様々な問題が発生する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】韓国公開特許第２００８－００２６２７８号公報
【特許文献２】韓国公開特許第２０１０－００３３０６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところは、低い
駆動周波数で駆動することが可能な、新規かつ改良された画素、および有機電界発光表示
装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明の第１の観点によれば、カソード電極が第２電源と
接続される有機発光ダイオードと、第１電極がデータ線と接続され、第２電極が第１ノー
ドに接続され、走査線に走査信号が供給されるときにターンオンされる第１トランジスタ
と、上記第１ノードと第３電源との間に接続され、上記データ線から供給されるデータ信
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号に対応する電圧を充電する第１キャパシタと、上記第１キャパシタの電圧を用いて充電
され、充電された電圧に対応する電流を第１電源から上記有機発光ダイオードを経由して
上記第２電源に供給するための画素回路とを備える画素が提供される。
【００１１】
　また、上記第３電源は、上記第１電源と同一の電圧に設定されてもよい。
【００１２】
　また、上記第３電源は、上記第１電源と別途のラインを介して上記第１キャパシタと接
続されてもよい。
【００１３】
　また、上記第３電源は、直流電圧を供給してもよい。
【００１４】
　また、上記第３電源は、上記画素回路に供給される電圧のうちいずれか１つの電圧に設
定されてもよい。
【００１５】
　また、上記第３電源は、上記第１電源であってもよい。
【００１６】
　また、上記画素回路は、上記第１電源と上記有機発光ダイオードのアノード電極との間
に接続される第２トランジスタと、上記第２トランジスタのゲート電極と上記第１ノード
との間に接続され、フレーム期間に上記第１トランジスタよりも先にターンオンされる第
３トランジスタと、上記第２トランジスタのゲート電極と上記第１電源との間に接続され
る第２キャパシタと、上記第２トランジスタのゲート電極と初期電源との間に接続され、
上記フレーム期間に上記第３トランジスタよりも先にターンオンされる第４トランジスタ
とを備えてもよい。
【００１７】
　また、上記第３電源は、上記初期電源であってもよい。
【００１８】
　また、上記画素回路は、上記第１電源と上記有機発光ダイオードのアノード電極との間
に接続される第２トランジスタと、上記第１電源と接続される上記第２トランジスタの第
１電極と上記第１ノードとの間に接続され、フレーム期間に上記第１トランジスタよりも
先にターンオンされる第３トランジスタと、上記第２トランジスタのゲート電極と上記第
１電源との間に接続される第２キャパシタと、上記第２トランジスタのゲート電極と初期
電源との間に接続され、上記第３トランジスタよりも先にターンオンされる第４トランジ
スタと、上記第２トランジスタの第２電極とゲート電極との間に接続され、上記第３トラ
ンジスタと同時にターンオンおよびターン-オフされる第５トランジスタとを備えてもよ
い。
【００１９】
　また、上記画素回路は、上記第２トランジスタの第１電極と上記第１電源との間に接続
され、上記フレーム期間に上記第３トランジスタおよび第４トランジスタがターンオンさ
れるときにターンオフされ、その他の期間にターンオンされる第６トランジスタと、上記
第２トランジスタの第２電極と上記有機発光ダイオードとの間に接続され、上記第６トラ
ンジスタと同時にターンオンおよびターン-オフされる第７トランジスタとをさらに備え
てもよい。
【００２０】
　また、上記目的を達成するために、本発明の第２の観点によれば、走査線およびデータ
線の交差部に位置する画素と、上記走査線に走査信号を順次供給するための走査駆動部と
、上記データ線に上記走査信号と同期されるようにデータ信号を供給するためのデータ駆
動部と、上記画素と共通して接続される第１制御線および第２制御線と、それぞれのフレ
ーム期間中、上記走査線に走査信号が供給される以前の初期期間に、上記第１制御線に第
１制御信号、上記第２制御線に第２制御信号をそれぞれ順次供給するための制御駆動部と
を備え、ｊ番目（ｊは、１以上の整数）の水平ラインに位置する画素は、ｊ番目の走査線
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に走査信号が供給されるときに上記データ信号に対応する電圧を充電する第１キャパシタ
と、上記第２制御線に第２制御信号が供給されるときに上記第１キャパシタに充電された
電圧に対応する電圧を充電する第２キャパシタとを備える有機電界発光表示装置が提供さ
れる。
【００２１】
　また、上記データ駆動部は、上記データ線に左側データ信号および右側データ信号をフ
レーム期間ごとに交互に供給してもよい。
【００２２】
　また、上記第１キャパシタは、上記第２キャパシタよりも高い容量で形成されてもよい
。
【００２３】
　また、上記ｊ番目の水平ラインに位置する画素は、カソード電極が第２電源に接続され
る有機発光ダイオードと、データ線と第１ノードとの間に接続され、上記ｊ番目の走査線
に走査信号が供給されるときにターンオンされる第１トランジスタと、上記第１ノードと
第３電源との間に接続される上記第１キャパシタと、上記第２制御線に第２制御信号が供
給されるときに上記第１キャパシタに充電された電圧に対応する電圧を充電する上記第２
キャパシタとを含み、第１電源から上記有機発光ダイオードを経由して上記第２電源に電
流を供給するための画素回路を備えてもよい。
【００２４】
　また、上記第３電源は、上記第１電源と同一の電圧に設定されてもよい。
【００２５】
　また、上記第３電源は、上記第１電源と別途のラインを介して上記第１キャパシタと接
続されてもよい。
【００２６】
　また、上記第３電源は、直流電圧を供給してもよい。
【００２７】
　また、上記第３電源は、上記画素回路に供給される電圧のうちいずれか１つの電圧に設
定されてもよい。
【００２８】
　また、上記第３電源は、上記第１電源であってもよい。
【００２９】
　また、上記画素回路は、上記第１電源と上記有機発光ダイオードのアノード電極との間
に接続される第２トランジスタと、上記第２トランジスタのゲート電極と上記第１ノード
との間に接続され、上記第２制御信号が供給されるときにターンオンされる第３トランジ
スタと、上記第２トランジスタのゲート電極と上記第１電源との間に接続される上記第２
キャパシタと、上記第２トランジスタのゲート電極と初期電源との間に接続され、上記第
１制御信号が供給されるときにターンオンされる第４トランジスタとを備えてもよい。
【００３０】
　また、上記画素回路は、上記第１電源と上記有機発光ダイオードのアノード電極との間
に接続される第２トランジスタと、上記第１電源に接続される上記第２トランジスタの第
１電極と上記第１ノードとの間に接続され、上記第２制御信号が供給されるときにターン
オンされる第３トランジスタと、上記第２トランジスタのゲート電極と上記第１電源との
間に接続される上記第２キャパシタと、上記第２トランジスタのゲート電極と初期電源と
の間に接続され、上記第１制御信号が供給されるときにターンオンされる第４トランジス
タと、上記第２トランジスタの第２電極とゲート電極との間に接続され、上記第２制御信
号が供給されるときにターンオンされる第５トランジスタとを備えてもよい。
【００３１】
　また、上記画素と共通して接続される発光制御線をさらに備え、上記発光制御線は、上
記第２トランジスタの第１電極と上記第１電源との間に接続される第６トランジスタのゲ
ート電極と、上記第２トランジスタの第２電極と上記有機発光ダイオードとの間に接続さ
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れる第７トランジスタのゲート電極とに接続されてもよい。
【００３２】
　また、上記第６トランジスタおよび第７トランジスタは、上記発光制御線に発光制御信
号が供給されるときにターンオフされ、その他の場合にターンオンされてもよい。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明によれば、低い駆動周波数で駆動することができる。
【００３４】
　より具体的には、本発明によれば、画素が発光すると同時に、データ信号を充電するこ
とができるので、低い駆動周波数で駆動されながら、３Ｄ映像を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】３Ｄ駆動のための従来のフレーム期間を示す図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係る有機電界発光表示装置を示す図である。
【図３Ａ】図２に示す画素の実施形態を示す図である。
【図３Ｂ】図２に示す画素の実施形態を示す図である。
【図４】図３に示す画素回路の実施形態を示す図である。
【図５】図４に示す画素の駆動方法を示す波形図である。
【図６】３Ｄ駆動のための本発明のフレーム期間を示す図である。
【図７】本発明の第２実施形態に係る有機電界発光表示装置を示す図である。
【図８】図７に示す画素の実施形態を示す図である。
【図９】図８に示す画素の駆動方法を示す波形図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書および図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素について
は、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００３７】
　図２は、本発明の第１実施形態に係る有機電界発光表示装置を示す図である。
【００３８】
　図２を参照すると、本発明の第１実施形態に係る有機電界発光表示装置は、走査線Ｓ１
～Ｓｎ、第１制御線ＣＬ１、第２制御線ＣＬ２およびデータ線Ｄ１～Ｄｍの交差部に位置
する画素１４２を含む画素部１４０と、走査線Ｓ１～Ｓｎを駆動するための走査駆動部１
１０と、第１制御線ＣＬ１および第２制御線ＣＬ２を駆動するための制御駆動部１２０と
、データ線Ｄ１～Ｄｍを駆動するためのデータ駆動部１３０と、駆動部１１０、１２０、
１３０を制御するためのタイミング制御部１５０とを備える。
【００３９】
　走査駆動部１１０は、それぞれのフレーム期間ごとに走査線Ｓ１～Ｓｎに走査信号を順
次供給する。走査線Ｓ１～Ｓｎに走査信号が供給されるとき、画素１４２は水平ライン単
位で選択される。
【００４０】
　データ駆動部１３０は、走査信号と同期されるようにデータ線Ｄ１～Ｄｍにデータ信号
を供給する。すると、走査信号によって選択された画素１４２にデータ信号が供給される
。一方、データ駆動部１３０は、フレーム期間ごとに左側データ信号および右側データ信
号を交互に供給する。例えば、データ駆動部１３０は、ｉ（ｉは自然数）フレーム（ｉＦ
）期間に右側データ信号を供給し、ｉ＋１フレーム（ｉ＋１Ｆ）期間に左側データ信号を
供給する。ここで、右側データ信号は、シャッタ眼鏡の右側に対応する信号を意味し、左
側データ信号は、シャッタ眼鏡の左側に対応する信号を意味する。
【００４１】
　制御駆動部１２０は、それぞれの画素１４２に共通して接続された第１制御線ＣＬ１お



(9) JP 2012-103660 A 2012.5.31

10

20

30

40

50

よび第２制御線ＣＬ２のそれぞれに第１制御信号および第２制御信号を供給する。ここで
、第１制御信号および第２制御信号は、それぞれのフレーム期間の初期、例えば、走査線
Ｓ１～Ｓｎに走査信号が供給される以前に供給される。
【００４２】
　画素１４２は、走査線Ｓ１～Ｓｎ、第１制御線ＣＬ１、第２制御線ＣＬ２およびデータ
線Ｄ１～Ｄｍの交差部に位置する。上記のような画素１４２は、ｉフレーム期間に走査線
Ｓ１～Ｓｎに供給される走査信号に対応して右側データ信号を充電する。そして、画素１
４２は、右側データ信号が充電されるｉフレーム期間に左側データ信号に対応する光を同
時に発光する。また、画素１４２は、ｉ＋１フレーム期間に走査線Ｓ１～Ｓｎに供給され
る走査信号に対応して左側データ信号を充電する。そして、画素１４２は、左側データ信
号が充電されるｉ＋１フレーム期間に右側データ信号に対応する光を同時に発光する。
【００４３】
　図３Ａおよび図３Ｂは、図２に示す画素の実施形態を示す図である。図３Ａおよび図３
Ｂでは説明の便宜上、第ｍのデータ線Ｄｍおよび第ｎの走査線Ｓｎと接続された画素を示
す。
【００４４】
　図３Ａを参照すると、本発明の実施形態に係る画素１４２は、第１トランジスタＭ１、
第１キャパシタＣ１、画素回路１４４および有機発光ダイオードＯＬＥＤを備える。
【００４５】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は、画素回路１４４に接続され、カソード
電極は、第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。上記のような有機発光ダイオードＯＬＥＤは
、画素回路１４４から供給される電流量に対応して所定輝度の光を生成する。
【００４６】
　第１トランジスタＭ１の第１電極は、データ線Ｄｍに接続され、第２電極は、画素回路
１４４と連結された第１ノードＮ１に接続される。そして、第１トランジスタＭ１のゲー
ト電極は、走査線Ｓｎに接続される。このような第１トランジスタＭ１は、走査線Ｓｎに
走査信号が供給されるときにターンオンする。なお、図３Ａでは、第１トランジスタＭ１
として、Ｐチャネル型のトランジスタを示しているが、本発明の実施形態に係る第１トラ
ンジスタＭ１の導電型は、上記に限られない。例えば、本発明の実施形態に係る第１トラ
ンジスタＭ１は、例えばＮチャネル型のトランジスタのように、導電型が異なるトランジ
スタであってもよい。上記の場合であっても、本発明の実施形態に係る第１トランジスタ
Ｍ１は、走査線Ｓｎに供給される走査信号に基づいて選択的にターンオンすることが可能
である。
【００４７】
　第１キャパシタＣ１は、第１ノードＮ１と第３電源Ｖｈｏｌｄとの間に接続される。上
記のような第１キャパシタＣ１は、第１トランジスタＭ１がターンオンするときにデータ
線Ｄｍから供給されるデータ信号に対応する電圧を充電する。一方、第３電源Ｖｈｏｌｄ
は、所定の電圧に設定される固定電源（例えば、直流電源）に設定されることができる。
【００４８】
　例えば、第３電源Ｖｈｏｌｄは、第１電源ＥＬＶＤＤと同一の電圧に設定され、別途の
ラインを介して第１キャパシタＣ１に接続されうる。また、第３電源Ｖｈｏｌｄは、図３
Ｂのように、第１電源ＥＬＶＤＤとして選択されることができる。そして、第３電源Ｖｈ
ｏｌｄは、画素に供給される多様な形態の電源（例えば、図４に示す初期電源Ｖｉｎｔ）
のいずれか１つとして選択されることができる。以下、説明の便宜上、第３電源Ｖｈｏｌ
ｄが第１電源ＥＬＶＤＤとして選択されたものと仮定する。
【００４９】
　画素回路１４４は、第１制御線ＣＬ１に第１制御信号が供給されるときに初期化され、
第２制御線ＣＬ２に第２制御信号が供給されるときに第１キャパシタＣ１に充電された電
圧に対応して所定の電圧を充電する。所定の電圧を充電した画素回路１４４は自身に充電
された電圧に対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。この
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ような画素回路１４４は、現在公知となっている多様な形態の回路で実現可能である。
【００５０】
　図４は、図３に示す画素回路の実施形態を示す図である。
【００５１】
　図４を参照すると、画素回路１４４は、第２トランジスタＭ２と、第３トランジスタＭ
３と、第４トランジスタＭ４と、第２キャパシタＣ２とを備える。なお、本発明の実施形
態に係る画素回路を構成する第２トランジスタＭ２、第３トランジスタＭ３、および第４
トランジスタＭ４は、上記第１トランジスタＭ１と同様に、図４に示すＰチャネル型のト
ランジスタに限られない。
【００５２】
　第２トランジスタＭ２の第１電極は、第１電源ＥＬＶＤＤに接続され、第２電極は、有
機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に接続される。そして、第２トランジスタＭ２
のゲート電極は、第２ノードＮ２に接続される。上記のような第２トランジスタＭ２は、
第２ノードＮ２に印加された電圧に対応する電流を第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイ
オードＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに供給する。
【００５３】
　第３トランジスタＭ３の第１電極は、第１ノードＮ１に接続され、第２電極は、第２ノ
ードＮ２に接続される。そして、第３トランジスタＭ３のゲート電極は、第２制御線ＣＬ
２に接続される。上記のような第３トランジスタＭ３は、第２制御線ＣＬ２に第２制御信
号が供給されるときにターンオンされて第１ノードＮ１と第２ノードＮ２とを電気的に接
続させる。
【００５４】
　第４トランジスタＭ４の第１電極は、第２ノードＮ２に接続され、第２電極は、初期電
源Ｖｉｎｔに接続される。そして、第４トランジスタＭ４のゲート電極は、第１制御線Ｃ
Ｌ１に接続される。上記のような第４トランジスタＭ４は、第１制御線ＣＬ１に第１制御
信号が供給されるときにターンオンされて第２ノードＮ２に初期電源Ｖｉｎｔの電圧を供
給する。ここで、初期電源Ｖｉｎｔは、例えばデータ信号よりも低い電圧に設定される。
初期電源Ｖｉｎｔが上記のように設定されることによって、第４トランジスタＭ４がター
ンオンするときに第２ノードＮ２は初期電源Ｖｉｎｔの電圧に初期化される。
【００５５】
　第２キャパシタＣ２は、第２ノードＮ２と第１電源ＥＬＶＤＤとの間に接続される。上
記のような第２キャパシタＣ２は、第３トランジスタＭ３がターンオンするときに第１キ
ャパシタＣ１から供給される電圧に対応して充電される。
【００５６】
　図５は、図４に示す画素の駆動方法を示す波形図である。また、図６は、本発明の実施
形態に係るフレーム期間を示す図である。
【００５７】
　図５および図６を参照すると、ｉフレーム（ｉＦ）期間の初期に第１制御線ＣＬ１に第
１制御信号が供給される。第１制御信号が供給されると、第４トランジスタＭ４がターン
オンして第２ノードＮ２に初期電源Ｖｉｎｔの電圧が供給される。すなわち、第１制御線
ＣＬ１に第１制御信号が供給されると、全ての画素１４２それぞれの第２ノードＮ２は初
期電源Ｖｉｎｔの電圧に設定される。上記のようにデータ信号が供給される前に全ての画
素１４２のそれぞれの第２ノードＮ２が初期電源Ｖｉｎｔの電圧に設定されれば、均一な
輝度の映像を表示できる。
【００５８】
　第２ノードＮ２に初期電源Ｖｉｎｔの電圧が供給された後、第２制御線ＣＬ２に第２制
御信号が供給されて第３トランジスタＭ３がターンオンする。第３トランジスタＭ３がタ
ーンオンすると、ｉ－１フレーム（ｉ－１Ｆ）期間に第１キャパシタＣ１に充電された左
側データ信号ＬＤに対応する電圧が第２ノードＮ２に供給され、それにより、第２キャパ
シタＣ２は左側データ信号ＬＤに対応する電圧を充電する。
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【００５９】
　一方、第２キャパシタＣ２に充電される電圧は、第１キャパシタＣ１および第２キャパ
シタＣ２のカップリングによって決定される。ここで、第１キャパシタＣ１に充電された
一部の電圧のみ第２キャパシタＣ２に充電される場合には、所望の輝度の映像が表示され
ないおそれがある。そこで、本発明の実施形態では、第１キャパシタＣ１および第２キャ
パシタＣ２のカップリングを考慮してデータ信号の電圧を設定する。すると、第１キャパ
シタＣ１に所望の電圧よりも高い電圧が充電され、第１キャパシタＣ１から電圧の供給を
受ける第２キャパシタＣ２には所望の電圧が充電される。また、本発明の実施形態では、
第２キャパシタＣ２に安定的に電圧が充電され得るように第１キャパシタＣ１を第２キャ
パシタＣ２よりも高い容量を形成する。
【００６０】
　第２キャパシタＣ２に所定の電圧が充電された後、第２トランジスタＭ２は、第２キャ
パシタＣ２に充電された電圧に対応する電流を有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給する。
このとき、有機発光ダイオードＯＬＥＤは、自身に供給される電流量に対応して所定輝度
の光を生成する。ここで、ｉフレーム（ｉＦ）期間に有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給
される電流量は、以前のｉ－１フレーム（ｉ－１Ｆ）期間に供給された左側データ信号Ｌ
Ｄに対応して決定される。
【００６１】
　画素１４２のそれぞれの有機発光ダイオードＯＬＥＤが発光する期間に第１走査線Ｓ１
～第ｎの走査線Ｓｎに走査信号が順次供給される。そして、走査信号に同期されるように
データ線Ｄ１～Ｄｍに右側データ信号ＲＤが供給される。
【００６２】
　第ｎの走査線Ｓｎに走査信号が供給されると、第１トランジスタＭ１がターンオンする
。第１トランジスタＭ１がターンオンすると、データ線Ｄｍからの右側データ信号ＲＤが
第１ノードＮ１に供給される。このとき、第１キャパシタＣ１は、右側データ信号に対応
する電圧を充電する。
【００６３】
　すなわち、ｉフレーム（ｉＦ）期間に有機発光ダイオードＯＬＥＤはｉ－１フレーム（
ｉ－１Ｆ）に供給された左側データ信号ＬＤに対応して発光し、第１キャパシタＣ１はｉ
フレーム（ｉＦ）期間に供給される右側データ信号ＲＤに対応する電圧を充電する。
【００６４】
　ｉ＋１フレーム（ｉ＋１Ｆ）期間に第１制御線ＣＬ１に第１制御信号が供給されて画素
１４２のそれぞれに含まれている第２ノードＮ２が初期電源Ｖｉｎｔの電圧に設定される
。その後、第２制御線ＣＬ２に第２制御信号が供給されて画素のそれぞれに含まれている
第３トランジスタＭ３がターンオンする。第３トランジスタＭ３がターンオンすると、第
２キャパシタＣ２は、第１キャパシタＣ１から供給される電圧に対応する電圧を充電する
。
【００６５】
　第２キャパシタＣ２に所定の電圧が充電された後、第２トランジスタＭ２は、第２キャ
パシタＣ２に充電された電圧に対応する電流を有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給する。
このとき、有機発光ダイオードＯＬＥＤは、自身に供給される電流量に対応して所定輝度
の光を生成する。ここで、ｉ＋１フレーム（ｉ＋１Ｆ）期間に有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄに供給される電流量は以前のｉフレーム（ｉＦ）期間に供給された右側データ信号ＲＤ
に対応して決定される。
【００６６】
　その後、第１走査線Ｓ１～第ｎの走査線Ｓｎに走査信号が順次供給されながら、画素１
４２のそれぞれに含まれている第１トランジスタＭ１が水平ライン単位でターンオンする
。このとき、データ線Ｄ１～Ｄｍには走査信号に同期されるように左側データ信号ＬＤが
供給される。したがって、ｉ＋１フレーム（ｉ＋１Ｆ）期間に画素１４２のそれぞれに含
まれている第１キャパシタＣ１には、左側データ信号ＬＤに対応する電圧が充電される。
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【００６７】
　上述したように、本発明の実施形態に係る画素１４２は、フレーム期間に交互に左側お
よび右側データ信号に対応する光を生成する。そして、画素１４２は、左側（または右側
）データ信号に対応する光を生成する期間に右側（または左側）データ信号に対応する電
圧を充電する。すなわち、本発明の実施形態に係る画素１４２は、発光する期間にデータ
信号に対応する電圧を充電し、それによって、フレーム期間ごとに左側映像および右側映
像を交互に生成することができる。この場合、本発明の実施形態では、例えば図６に示す
ように、１２０Ｈｚの駆動周波数で３Ｄ映像を実現することができる。
【００６８】
　図７は、本発明の第２実施形態に係る有機電界発光表示装置を示す図である。図７の説
明に際して、図２と同じ構成については同じ図面符号を付し、詳細な説明は省略する。
【００６９】
　図７を参照すると、本発明の第２実施形態に係る有機電界発光表示装置は、画素１４６
と共通して接続されるように発光制御線Ｅを追加で備える。発光制御線Ｅは、走査駆動部
１１０から発光制御信号の供給を受けて、発光制御信号を画素１４６に伝達する。
【００７０】
　上記のような本発明の第２実施形態に係る有機電界発光表示装置は、画素１４６の回路
構造に対応して発光制御線Ｅが追加されるだけで、その他の構成は図２と同一である。
【００７１】
　図８は、図７に示す画素の実施形態を示す図である。図８の説明に際して、図４と同じ
構成については同じ図面符号を付し、詳細な説明は省略する。
【００７２】
　図８を参照すると、画素回路１４８は、第２トランジスタＭ２'～第７トランジスタＭ
７および第２キャパシタＣ２'を備える。なお、本発明の実施形態に係る画素回路を構成
する第２トランジスタＭ２'～第７トランジスタＭ７は、上記第１トランジスタＭ１と同
様に、図８に示すＰチャネル型のトランジスタに限られない。また、本発明の第２実施形
態に係る画素回路の構成は、図８に示す構成に限られない。例えば、本発明の第２実施形
態に係る画素回路は、図８に示す第６トランジスタＭ６と第７トランジスタＭ７とを備え
ない構成をとることも可能である。
【００７３】
　第２トランジスタＭ２'の第１電極は、第６トランジスタＭ６の第２電極に接続され、
第２電極は、第７トランジスタＭ７の第１電極に接続される。そして、第２トランジスタ
Ｍ２'のゲート電極は、第２ノードＮ２に接続される。上記のような第２トランジスタＭ
２'は、第２ノードＮ２に印加された電圧に対応する電流を第１電源ＥＬＶＤＤから有機
発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに供給する。
【００７４】
　第３トランジスタＭ３'の第１電極は、第１ノードＮ１に接続され、第２電極は、第２
トランジスタＭ２'の第１電極に接続される。そして、第３トランジスタＭ３'のゲート電
極は、第２制御線ＣＬ２に接続される。上記のような第３トランジスタＭ３'は第２制御
線ＣＬ２に第２制御信号が供給されるときにターンオンして第１ノードＮ１と第２トラン
ジスタＭ２'の第１電極とを電気的に接続させる。
【００７５】
　第４トランジスタＭ４'の第１電極は、第２ノードＮ２に接続され、第２電極は、初期
電源Ｖｉｎｔに接続される。そして、第４トランジスタＭ４'のゲート電極は、第１制御
線ＣＬ１に接続される。上記のような第４トランジスタＭ４'は、第１制御線ＣＬ１に第
１制御信号が供給されるときにターンオンして第２ノードＮ２に初期電源Ｖｉｎｔの電圧
を供給する。
【００７６】
　第５トランジスタＭ５の第１電極は、第２トランジスタＭ２'の第２電極に接続され、
第１電極は、第２ノードＮ２に接続される。そして、第５トランジスタＭ５のゲート電極
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は、第２制御線ＣＬ２に接続される。上記のような第５トランジスタＭ５は、第２制御線
ＣＬ２に第２制御信号が供給されるときにターンオンして第２トランジスタＭ２'をダイ
オード形態で接続させる。
【００７７】
　第６トランジスタＭ６の第１電極は、第１電源ＥＬＶＤＤに接続され、第２電極は、第
２トランジスタＭ２'の第１電極に接続される。そして、第６トランジスタＭ６のゲート
電極は、発光制御線Ｅに接続される。上記のような第６トランジスタＭ６は、発光制御線
Ｅに発光制御信号が供給されるときにターンオフし、発光制御信号が供給されないときに
ターンオンする。
【００７８】
　第７トランジスタＭ７の第１電極は、第２トランジスタＭ２'の第２電極に接続され、
第２電極は、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に接続される。そして、第７ト
ランジスタＭ７のゲート電極は、発光制御線Ｅに接続される。上記のような第７トランジ
スタＭ７は、発光制御線Ｅに発光制御信号が供給されるときにターンオフし、発光制御信
号が供給されないときにターンオンする。
【００７９】
　第２キャパシタＣ２'は、第２ノードＮ２と第１電源ＥＬＶＤＤとの間に接続される。
上記のような第２キャパシタＣ２'は、第３トランジスタＭ３'および第５トランジスタＭ
５'がターンオンするときに第１キャパシタＣ１から供給される電圧に対応して充電され
る。
【００８０】
　図９は、図８に示す画素の駆動方法を示す波形図である。
【００８１】
　図９を参照すると、ｉフレーム（ｉＦ）期間の初期に第１制御線ＣＬ１に第１制御信号
および第２制御線ＣＬ２に第２制御信号が順次供給される。そして、第１制御信号および
第２制御信号と重なるように発光制御線Ｅに発光制御信号が供給される。
【００８２】
　発光制御線Ｅに発光制御信号が供給されると、第６トランジスタＭ６および第７トラン
ジスタＭ７がターンオフする。第６トランジスタＭ６がターン-オフすると、第１電源Ｅ
ＬＶＤＤと第２トランジスタＭ２'が電気的に遮断される。第７トランジスタＭ７がター
ン-オフすると、第２電源ＥＬＶＳＳと第２トランジスタＭ２'とが電気的に遮断される。
【００８３】
　第１制御線ＣＬ１に第１制御信号が供給されると、第４トランジスタＭ４'がターンオ
ンする。第４トランジスタＭ４'がターンオンすると、第２ノードＮ２に初期電源Ｖｉｎ
ｔの電圧が供給される。
【００８４】
　第２ノードＮ２に初期電源Ｖｉｎｔの電圧が供給された後に第２制御線ＣＬ２に第２制
御信号が供給されて、第３トランジスタＭ３'および第５トランジスタＭ５がターンオン
する。第３トランジスタＭ３'がターンオンすると、ｉ－１フレーム（ｉ－１Ｆ）期間に
第１キャパシタＣ１に充電された左側データ信号ＬＤに対応する電圧が第２トランジスタ
Ｍ２'の第１電極に供給される。
【００８５】
　このとき、第２ノードＮ２がデータ信号よりも低い初期電源Ｖｉｎｔの電圧に初期化さ
れたため、ダイオード形態で接続された第２トランジスタＭ２'がターンオンする。第２
トランジスタＭ２'がターンオンすると、第２トランジスタＭ２'の第１電極に印加された
電圧から第２トランジスタＭ２'の閾値電圧だけ減じた電圧が第２ノードＮ２に供給され
る。このとき、第２キャパシタＣ２'は、第２ノードＮ２に印加された電圧に対応する電
圧を充電する。すなわち、第２キャパシタＣ２'は、ｉ－１フレーム（ｉ－１Ｆ）期間に
供給された左側データ信号ＬＤおよび第２トランジスタＭ２'の閾値電圧に対応する電圧
を充電する。
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【００８６】
　第２キャパシタＣ２'に電圧が充電された後、発光制御線Ｅに発光制御信号の供給が中
断される。例えば、発光制御線Ｅに供給される発光制御信号は第１走査線Ｓ１に走査信号
が供給される以前に中断される。発光制御線Ｅに発光制御信号の供給が中断されると、第
６トランジスタＭ６および第７トランジスタＭ７がターンオンする。
【００８７】
　第６トランジスタＭ６がターンオンすると、第１電源ＥＬＶＤＤと第２トランジスタＭ
２'の第１電極が電気的に接続される。第７トランジスタＭ７がターンオンすると、第２
トランジスタＭ２'の第２電極と有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極が電気的に
接続される。このとき、第２トランジスタＭ２'は、第２ノードＮ２に印加された電圧に
対応して第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶ
ＳＳに流れる電流量を制御する。すなわち、ｉフレーム（ｉＦ）期間に画素１４２は、ｉ
－１フレーム（ｉ－１Ｆ）期間に供給された左側データ信号ＬＤに対応して発光する。
【００８８】
　その後、第１走査線Ｓ１～第ｎの走査線Ｓｎに走査信号が順次供給される。そして、走
査信号に同期されるようにデータ線Ｄ１～Ｄｍに右側データ信号ＲＤが供給される。走査
線Ｓ１～Ｓｎに走査信号が順次供給されると、水平ライン単位で画素１４６のそれぞれに
含まれている第１トランジスタＭ１がターンオンする。このとき、データ線Ｄ１～Ｄｍか
らの右側データ信号ＲＤが第１トランジスタＭ１を経由して第１ノードＮ１に供給される
。すると、画素１４６のそれぞれに含まれている第１キャパシタＣ１は、右側データ信号
ＲＤに対応する電圧が充電される。
【００８９】
　ｉ＋１フレーム（ｉ＋１Ｆ）期間に第１制御線ＣＬ１に第１制御信号および第２制御線
ＣＬ２に第２制御信号が順次供給される。そして、第１制御信号および第２制御信号と重
なるように発光制御線Ｅに発光制御信号が供給される。
【００９０】
　発光制御線Ｅに発光制御信号が供給されると、第６トランジスタＭ６および第７トラン
ジスタＭ７がターンオフする。第１制御線ＣＬ１に第１制御信号が供給されると、第４ト
ランジスタＭ４'がターンオンして第２ノードＮ２に初期電源Ｖｉｎｔの電圧が供給され
る。
【００９１】
　第２ノードＮ２に初期電源Ｖｉｎｔの電圧が供給された後に第２制御線ＣＬ２に第２制
御信号が供給されて第３トランジスタＭ３'および第５トランジスタＭ５がターンオンす
る。第３トランジスタＭ３'および第５トランジスタＭ５がターンオンすると、第２トラ
ンジスタＭ２'の第１電極に印加された電圧から第２トランジスタＭ２'の閾値電圧だけ減
じた電圧が第２ノードＮ２に供給される。このとき、第２キャパシタＣ２'は、ｉフレー
ム（ｉＦ）期間に供給された右側データ信号ＲＤおよび第２トランジスタＭ２'の閾値電
圧に対応する電圧を充電する。
【００９２】
　第２キャパシタＣ２'に電圧が充電された後、発光制御線Ｅに発光制御信号の供給が中
断されて第６トランジスタＭ６および第７トランジスタＭ７がターンオンする。第６トラ
ンジスタＭ６がターンオンすると、第１電源ＥＬＶＤＤと第２トランジスタＭ２'の第１
電極が電気的に接続され、第７トランジスタＭ７がターンオンすると、第２トランジスタ
Ｍ２'の第２電極と有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極が電気的に接続される。
このとき、第２トランジスタＭ２は、第２ノードＮ２に印加された電圧に対応して第１電
源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電
流量を制御する。すなわち、ｉ＋１フレーム（ｉ＋１Ｆ）期間に画素１４２は、ｉフレー
ム（ｉＦ）期間に供給された右側データ信号ＲＤに対応して発光する。
【００９３】
　その後、第１走査線Ｓ１～第ｎの走査線Ｓｎに走査信号が順次供給される。そして、走
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査信号に同期されるようにデータ線Ｄ１～Ｄｍに左側データ信号ＬＤが供給される。走査
線Ｓ１～Ｓｎに走査信号が順次供給されると、水平ライン単位で画素１４６のそれぞれに
含まれている第１トランジスタＭ１がターンオンする。このとき、データ線Ｄ１～Ｄｍか
らの左側データ信号ＬＤが第１トランジスタＭ１を経由して第１ノードＮ１に供給される
。すると、画素１４６のそれぞれに含まれている第１キャパシタＣ１は、左側データ信号
ＬＤに対応する電圧が充電される。
【００９４】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は
係る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載さ
れた範疇内において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、それ
らについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【符号の説明】
【００９５】
　１１０　　走査駆動部
　１２０　　制御駆動部
　１３０　　データ駆動部
　１４０　　画素部
　１５０　　タイミング制御部
 
 
 
 

【図１】 【図２】
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